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一

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
代
仏
教

か
つ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
花
開
い
た
仏
教
文
化
は
、
後
に
こ
の
地

域
に
浸
透
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
っ
て
徐
々
に
駆
逐
さ
れ
、
一

七
世
紀
頃
ま
で
に
バ
リ
島
な
ど
の
一
部
の
例
外
を
除
い
て
表
面
上
は

途
絶
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
失
わ
れ
た
伝
統
を
復
興
さ
せ
る
運
動
が
、

一
九
世
紀
の
末
に
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
約

百
年
に
及
ぶ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
代
仏
教
の
歴
史
は
、
二
〇
世
紀
半

ば
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
独
立
を
は
さ
ん
で
二
つ
の
時

期
に
大
別
さ
れ
る
。

第
一
期
は
、
当
時
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
を
中

心
と
す
る
神
智
学
協
会
の
メ
ン
バ
ー
や
、
中
国
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
郭
徳
懐（

K
w
ee

T
e
k
H
o
a
y
）

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
推
進
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
活
動
は
主
に
知
識
人
層
に
対
す
る
仏
教
思
想

の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
仏
教
信
仰
を
人
々
の
間
に
根
付
か
せ
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
第
一
期
は
仏
教
復
興
の
萌
芽
期
、

も
し
く
は
、
第
二
期
の
た
め
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
期
に
は
諸
外
国
の
仏
教
界
と
の
積
極
的
な

交
流
や
、
様
々
な
出
自
の
人
々
に
対
す
る
本
格
的
な
教
化
活
動
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
仏
教
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
の
公
認
す
る
五
つ
の
宗
教
の
中
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
同

国
内
に
は
数
百
万
人
の
仏
教
徒
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

世
代
交
替
を
迎
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界

─
─
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
に
参
列
し
て
─
─

木

村

文

輝
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の
よ
う
な
第
二
期
の
活
動
を
中
心
に
な
っ
て
推
し
進
め
た
の
が
ア
シ

ン・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師（

V
e
n
.
A
sh

in
Jin

a
ra
k
k
h
ita

M
a
h
a
sth

a
-

v
ira

,

體
正
老
和
尚）

で
あ
る
。
一
九
二
三
年
に
中
国
系
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
と
し
て
生
ま
れ
た
同
師
は
、
一
九
五
四
年
に
現
代
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
と
し
て
初
の
比
丘
に
な
り
、
一
九
五
九
年
に
は
同
国
初
の

比
丘
僧
伽
の
設
立
を
主
導
し
た
。
ま
た
同
師
は
、
多
民
族
国
家
で
あ

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
は
上
座
、
大
乗
、
金
剛
乗
な
ど
の
垣
根
を

越
え
た
総
合
仏
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
か
ら
、
特
定

の
流
儀
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い「
ブ
ッ
ダ
ヤ
ー
ナ」

、
す
な
わ
ち

「

仏
乗」

思
想
を
唱
導
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
は「

唯

一
神
へ
の
信
仰」

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
府
の
方
針

に
応
じ
て
、
本
初
仏（

ア
ー
デ
ィ・

ブ
ッ
ダ）

を
仏
教
に
お
け
る「

唯

一
神」

と
し
て
導
入
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
方

針
は
、
後
に
同
師
に
対
す
る
反
対
者
を
も
生
み
出
し
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
七
〇
年
代
に
は
純
粋
な
形
で
の
上
座
仏
教
や
大
乗
仏
教
の
布
教

を
目
指
す
人
々
が
独
自
の
比
丘
僧
伽
を
設
立
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏

教
界
の
分
裂
は
確
定
的
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
対
立
の
発
生
を
も
含

め
て
、
二
〇
世
紀
後
半
に
お
け
る
同
国
仏
教
界
の
歩
み
は
、
ほ
ぼ
完

全
に
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
活
躍
の
軌
跡
と
重
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
日
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界
が
抱
え
る
問
題
点
や
特
色
の

多
く
は
、
何
ら
か
の
形
で
同
師
に
由
来
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

そ
の
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
、
二
〇
〇
二
年
四
月
一
八
日

に
世
寿
八
〇
歳
、
比
丘
歴
四
八
年
に
て
円
寂
さ
れ
た

（

１）

。
既
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
仏
教
界
や
仏
乗
教
団
の
内
部
で
は
指
導
者
の
世
代
交
替
が

進
み
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、今
だ
同
師
が
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
故
、
同
師
の
死
は
、
同
国
の
現
代

仏
教
史
に
お
け
る
第
二
期
の
終
焉
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

私
は
一
九
九
七
年
一
一
月
と
二
〇
〇
一
年
三
月
の
二
度
、
生
前
の

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
と
面
会
し
、直
接
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
に
同
師
か
ら
得
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
、

私
は
同
師
の
活
躍
を
中
心
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
の
歩

み
と
、同
国
仏
教
界
の
状
況
な
ど
を
数
編
の
小
論
と
し
て
発
表
し
た

（

２）

。

私
が
初
め
て
同
師
の
も
と
を
訪
れ
た
時
、
師
は
自
分
が
既
に
高
齢
で

あ
り
、

「

あ
と
五
年
早
け
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が

で
き
た
で
あ
ろ
う」

と
、
私
の
来
訪
が
遅
れ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
当
時
も
同
師
は「

空
飛
ぶ
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比
丘」

の
異
名
の
通
り
、
布
教
の
た
め
に
各
地
を
精
力
的
に
飛
び
歩

い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
し
て
同
師
は
体
調
を
崩

し
、
次
に
私
が
会
っ
た
時
に
は
車
椅
子
を
使
用
し
、
わ
ず
か
な
会
話

に
も
多
く
の
困
難
を
伴
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
回
、
私
は
ア

シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
訃
報
に
接
し
、
直
ち
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
訃
報
を
受
け
取
っ
た
の
が
同
師
の
没
後
一
週

間
を
経
た
段
階
で
あ
り
、
私
が
現
地
に
到
着
し
た
時
に
は
、
遺
体
は

既
に
棺
の
中
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
日
に
行
わ
れ
る
荼
毘
を
待
つ
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
一
連
の
葬
儀
の
模
様

を
、
後
日
現
地
の
関
係
者
か
ら
伺
っ
た
内
容
や
関
連
の
新
聞
記
事
な

ど
を
も
と
に
し
て
、
確
認
し
得
た
範
囲
で
報
告
す
る

（
３）

。
ま
た
、
私
自

身
が
参
列
し
た
部
分
に
関
し
て
は
、
私
の
見
聞
も
交
え
な
が
ら
記
述

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
約
十
日
間
に
及
ん
だ
一
連
の

葬
儀
を
通
し
て
垣
間
見
ら
れ
た
仏
乗
教
団
の
現
状
と
、
次
世
代
に
託

さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

二

葬
儀
の
概
要

一

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て

四
月
一
八
日
午
前
七
時
二
〇
分
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
病
院（

P
lu
it
H
o
sp

ita
l）

で
息
を
引
き
取
っ
た
。

そ
の
直
後
か
ら
、
病
室
に
集
ま
っ
た
弟
子
達
に
よ
っ
て
枕
経
の
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
、
以
後
、
湯
潅
の
間
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
約
八

時
間
に
わ
た
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
称
名
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
同

師
の
遺
体
は
ベ
ッ
ド
か
ら
起
こ
さ
れ
て
、
椅
子
の
上
に
坐
禅
の
姿
勢

で
安
置
さ
れ
た
。
午
後
四
時
頃
、
遺
体
は
病
院
を
出
発
し
、
約
一
時

間
後
に
同
市
内
に
お
け
る
仏
乗
教
団
の
中
心
寺
院
で
あ
る
ヴ
ィ
ハ
ー

ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ（

V
ih
a
ra

E
k
a
y
a
n
a
G
rh
a
,

一
乗
禅
寺

（

４））

に
到
着
し
た
。
同
寺
院
で
は
、
既
に
同
師
の
危
篤
が
伝
え
ら
れ
て
い

た
前
日
か
ら
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
西
側
の
部
屋
に
遺
体
を
安
置
す
る

場
所
を
設
置
し
て
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
帰
還
を
待
っ
て

い
た
。
そ
の
空
間
は
四
方
に
め
ぐ
ら
せ
た
黄
色
い
幕
に
よ
っ
て
結
界

が
は
ら
れ
、入
り
口
に
は
外
側
に
向
け
て
釈
迦
牟
尼
像
が
祀
ら
れ
た
。

一
方
、
最
奥
部
の
正
面
に
は
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
肖
像
画

が
飾
ら
れ
、
そ
の
左
右
に
遺
誡
が
掲
げ
ら
れ
た

（

５）

。
ま
た
、
肖
像
画
の
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下
に
は
チ
ー
ク
材
で
作
ら
れ
た
約
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の
坐
棺
が
置
か

れ
、
同
師
の
遺
体
は
そ
の
棺
の
前
に
安
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
遺
体

の
前
に
は
位
牌
と
香
華
灯
燭
、
供
物
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
直
ち
に
遺

体
奉
安
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。

午
後
十
時
、
同
師
の
遺
体
は
弔
問
に
訪
れ
た
多
数
の
信
者
が
見
守

る
中
で
、
坐
禅
の
姿
勢
の
ま
ま
で
棺（

龕）

に
納
め
ら
れ
た
。
そ
の

際
に
営
ま
れ
た
入
龕（

進
龕）
仏
事
で
は
、
中
国
の
出
身
で
、
現
在

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
躍
し
て
い
る
大
乗
比
丘
、
プ
ラ
バ
シ
ッ
ダ
師

（
V
e
n
.
P
ra
b
h
a
sid

d
h
a

M
a
h
a
sth

a
v
ira

,

悟
通
老
和
尚）

が
導
師

を
務
め
、
法
語
を
読
み
上
げ
た
。
ち
な
み
に
、
今
回
の
一
連
の
葬
儀

で
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
現
在
ヴ
ィ

ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
の
住
持
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
シ

ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
を
主
席
に
戴
く
比
丘
僧
伽
、
す
な
わ
ち
サ
ン

ガ・

ア
グ
ン・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
副
主
席
で
も
あ
る
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ

ト
リ
師（

V
e
n
.
A
ry
a
m
a
itri

S
th
a
v
ira

）

が
全
体
を
統
括
し
、
大

半
の
儀
式
で
導
師
を
務
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
重
要
な
入
龕
、

鎖
龕
、
起
龕
、
秉
炬
の
四
つ
の
仏
事
に
限
っ
て
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
と
師
弟
関
係
に
な
い
比
丘
が
導
師
と
し
て
招
請
さ
れ
た
。

翌
一
九
日
午
前
一
〇
時
三
〇
分
、
棺
の
蓋
を
覆
う
鎖
龕（

封
龕）

仏
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
の
導
師
は
、
メ
ダ
ン
出
身
の
大
乗
比
丘

で
あ
る
プ
ラ
ジ
ュ
ナ
ヴ
ィ
ラ
師（

V
e
n
.P
ra
jn
a
v
ira

M
a
h
a
sth

a
v
ira

,

慧
雄
法
師）

が
務
め
た
。
そ
し
て
、
遺
体
の
周
囲
に
香
木
や
ジ
ャ
ス

ミ
ン
の
花
が
詰
め
ら
れ
た
後
、
棺
の
蓋
が
閉
じ
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
追
善
法
要
は
、
遺
体
が

荼
毘
に
付
さ
れ
る
二
八
日
ま
で
毎
日
四
回
繰
り
返
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
午
前
五
時
か
ら
大
悲
心
陀
羅
尼
、
十
小
咒
、
般
若
心
経
が
読
誦

さ
れ
、
午
前
九
時
か
ら
金
剛
般
若
経
、
午
後
五
時
か
ら
阿
弥
陀
経
、

午
後
七
時
か
ら
は
再
び
金
剛
般
若
経
が
そ
れ
ぞ
れ
読
誦
さ
れ
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
で
は
阿
弥
陀
仏
の
称
名
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
法
要
に
は
、
サ
ン
ガ・

ア
グ
ン・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
所
属

す
る
約
九
〇
名
の
す
べ
て
の
僧
侶
が
参
加
し
て
お
り
、
台
湾
や
イ
ン

ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
に
留
学
中
の
僧
侶
や
中
国

在
住
の
僧
侶
も
、ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到
着
次
第
順
次
法
要
に
加
わ
っ
た
。

一
方
、
同
僧
伽
か
ら
か
つ
て
分
離
独
立
し
、
現
在
で
は
同
僧
伽
と
と

も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
僧
伽
連
合
会（

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｉ）

を
構
成
し
て

い
る
サ
ン
ガ・

テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
サ
ン
ガ・

マ

ハ
ー
ヤ
ー
ナ・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
所
属
の
僧
侶
達
は
、
一
連
の
葬
儀

に
お
け
る
重
要
な
儀
式
に
列
席
し
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
常
に
全
員
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が
参
集
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
逝
去
は
、
サ
ン
ガ・

ア
グ
ン・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
副
主
席
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
僧
伽
に

所
属
す
る
上
座
比
丘
、
大
乗
比
丘
、
金
剛
乗
比
丘
の
代
表
で
も
あ
る

ジ
ナ
ダ
ン
モ（

V
e
n
.
Jin

a
d
h
a
m
m
o
M
a
h
a
th
e
ra
）

、
ア
ー
リ
ヤ
マ

イ
ト
リ（

V
en

.
A
ry
a
m
a
itri

S
th
a
v
ira

）

、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
サ
ガ
ラ

（
V
e
n
.
V
a
jra

sa
g
a
ra

S
th
a
v
ira

）

の
三
師
の
連
名
に
よ
る
新
聞
広

告
な
ど
を
通
し
て
、
同
国
内
の
仏
教
徒
に
通
知
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
周
辺
に
住
む
仏
教
徒
の
多
く
が
中
国
系
の
人
々
で
あ
る

た
め
、

「

国
際
日
報」

の
よ
う
な
中
国
語
の
新
聞
に
は
全
面
広
告
が
掲

載
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ

ハ
に
は
、
棺
が
同
寺
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
一
週
間
の
間
に
、
約
四

万
人
が
弔
問
に
訪
れ
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
は
、
ア
シ
ン・
ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
と
個
人
的
に
親
交
の
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン・
ワ
ヒ

ド
前
大
統
領
を
は
じ
め
、
開
発
統
一
党
党
首
の
ハ
ム
ザ・

ハ
ズ
副
大

統
領
、
ゴ
ル
カ
ル
党
首
の
ア
ク
バ
ル・

タ
ン
ジ
ュ
ン
国
会
議
長
な
ど

の
政
界
関
係
者
、
並
び
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
レ
オ・

ス
ル
ヤ
ア
ト
マ

ジ
ャ
枢
機
卿
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
サ
ハ
ル・

マ
フ
フ
ズ・

ウ
ラ
マ
会
議

長
な
ど
の
他
宗
教
の
代
表
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
般
弔

問
客
の
中
に
は
、仏
教
徒
の
み
な
ら
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
者
の
グ
ル
ー

プ
も
含
ま
れ
て
い
た
。

四
月
二
六
日
午
前
八
時
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遺
体
を

納
め
た
棺
を
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
か
ら
送
り
出
す

起
龕
仏
事
が
、
入
龕
仏
事
の
時
と
同
じ
く
プ
ラ
バ
シ
ッ
ダ
師（

悟
通

老
和
尚）

の
導
師
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
サ
イ
ド・

ア

ギ
ル
宗
教
大
臣
が
同
師
の
功
績
を
称
え
、
そ
の
葬
儀
を
委
ね
る
と
の

意
味
で
、
同
師
の
肖
像
画
を
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
に
手
渡
し
た
。

そ
の
後
、
同
師
の
棺
は
集
ま
っ
た
数
千
人
の
信
者
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
、
愛
用
の
錫
杖
と
払
子
、
五
如
来
幡
、
仏
教
旗
な
ど
を
先
頭
に
、

す
べ
て
の
僧
侶
と
仏
乗
教
団
の
代
表
者
達
の
持
つ
黄
色
い
布
に
ひ
か

れ
て
同
寺
院
を
出
発
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
移
送
車
に
乗
せ
ら
れ
た
棺
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内

を
離
れ
、
メ
ラ
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
で
ス
マ
ト
ラ
島
の
バ
カ
ウ

ヘ
ニ
港
へ
上
陸
し
た
。
そ
し
て
、
予
定
よ
り
二
時
間
程
遅
れ
て
午
後

五
時
一
〇
分
頃
、
目
的
地
の
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
市
に
到
着
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
は
約
一
三
〇
台
の
車
に
分
乗
し
た
弟
子
達
と
信
者

達
が
従
い
、
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
で
は
数
千
人
の
仏
教
徒
が
合
掌

し
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
な
が
ら
同
師
の
棺
を
出
迎
え
た
。
到
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着
後
、
棺
は
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
棺
を
護
持
し
て
き
た

仏
乗
教
団
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
人
々
か
ら
、
同
教
団
の
ラ
ン
プ
ン

支
部
の
人
々
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
再
び
葬
列
が
組
ま
れ
、
同

市
内
の
大
興
廟（

T
h
a
y

H
in

B
io
,
V
ih
a
ra

M
a
h
o
p
a
d
h
i）

に
運

ば
れ
た
。
棺
は
大
興
廟
の
前
庭
に
特
設
さ
れ
た
祭
壇
の
正
面
に
安
置

さ
れ
、
直
ち
に
遺
体
奉
安
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
二
八
日

ま
で
の
二
日
間
に
、
約
一
万
五
千
人
の
信
者
が
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
に
最
期
の
別
れ
を
告
げ
に
集
ま
っ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

二

ス
マ
ト
ラ
島
か
ら
再
び
ジ
ャ
ワ
島
へ

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
訃
報
を
受
け
て
四
月
二
七
日
の
朝

日
本
を
発
っ
た
私
は
、
そ
の
日
の
午
後
七
時
三
〇
分
頃
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
に
到
着
し
た
。
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
棺
は
既
に
ス
マ
ト
ラ
島
へ
移
さ
れ
た
後
で
あ
っ

た
が
、
同
寺
院
に
は
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
同
師
の
追
善
法
要
に

参
列
し
た
人
々
が
多
く
残
っ
て
い
た
。
私
は
約
一
時
間
後
に
車
で
同

寺
院
を
出
発
し
、
ス
ン
ダ
海
峡
を
渡
り
、
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
へ

は
翌
二
八
日
の
午
前
五
時
頃
に
到
着
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
晩
も

百
台
近
い
車
に
分
乗
し
た
信
者
達
が
、ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
へ
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
日
午
前
七
時
三
〇
分
、
参
列
す
る
す
べ
て
の
僧
侶
が
大
興
廟
に

集
ま
る
と
、
ま
ず
始
め
に
上
座
の
僧
侶
達
が
パ
ー
リ
語
に
よ
る
経
典

の
読
誦
を
約
三
〇
分
間
行
い
、
次
に
金
剛
乗
の
僧
侶
達
が
ジ
ャ
ワ
語

に
よ
る
読
誦
を
一
五
分
間
程
行
っ
た
。
そ
の
後
、
大
乗
の
僧
侶
達
が

中
国
語
に
よ
る
読
誦
を
行
っ
た
後
、
約
四
五
分
間
に
わ
た
っ
て
阿
弥

陀
仏
の
称
名
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
間
、
私
も
日
本
か
ら
持
参
し
た

僧
衣
を
ま
と
い
、
大
乗
の
僧
侶
の
中
に
座
を
占
め
た
。

午
前
九
時
、
ウ
マ
ル
ソ
ノ・

ラ
ン
プ
ン
州
知
事
が
ア
シ
ン・

ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
の
功
績
を
称
え
、同
師
の
葬
儀
を
委
ね
る
と
の
意
味
で
、

そ
の
肖
像
画
を
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
に
手
渡
し
た
。
そ
し
て
、
棺

を
大
興
廟
か
ら
送
り
出
す
起
龕
仏
事
が
こ
こ
で
も
執
り
行
わ
れ
た
。

朝
か
ら
続
い
て
い
た
小
雨
が
儀
式
の
途
中
で
一
瞬
雨
脚
を
強
め
、
や

が
て
天
気
は
急
速
に
回
復
し
た
。

午
前
九
時
四
五
分
、
大
興
廟
か
ら
出
さ
れ
た
棺
は
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
を
出
発
し
た
時
と
同
様
に
、
沿
道
を
埋
め
尽

く
し
た
数
多
く
の
人
々
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
僧
侶
と
仏
乗
教
団
の

代
表
者
達
に
ひ
か
れ
て
、約
一
キ
ロ
の
道
程
を
三
〇
分
程
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
棺
は
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
約
六
キ
ロ
離
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れ
た「

ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ（

菩
提
薩

）」

と
い
う
名
前
の
火
葬

場
に
運
ば
れ
た
。

午
前
一
一
時
、
火
屋
の
前
に
棺
が
安
置
さ
れ
、
付
き
従
っ
て
来
た

僧
侶
と
仏
乗
教
団
の
代
表
者
達
が
着
席
す
る
と
、ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
略
歴
の
紹
介
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
僧
伽
連
合
会
の
弔
辞
、

仏
乗
教
団
の
弔
辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
中
国
出
身
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
大
乗
比
丘
、
八
八
歳
の
チ
ョ
ン
セ
ン
師（

V
e
n
.

C
o
n
g
S
e
n
g
M
a
h
a
sth

a
v
ira

,
宗
成
老
和
尚）

が
導
師
と
な
っ
て
秉

炬
仏
事
が
営
ま
れ
た
。
同
師
の
洒
水
に
よ
っ
て
棺
の
周
囲
が
清
め
ら

れ
、
法
語
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
棺
は
火
屋
の
中
に
移
さ
れ
た
。

次
い
で
、
参
集
し
た
人
々
が
阿
弥
陀
仏
の
称
名
を
繰
り
返
す
中
を
、

す
べ
て
の
僧
侶
と
仏
乗
教
団
の
代
表
者
達
が
各
々
白
檀
の
粉
の
入
っ

た
蓮
華
の
容
器
を
も
っ
て
棺
の
周
り
を
右
回
り
に
一
巡
し
、
最
後
に

そ
の
容
器
を
捧
げ
て
別
れ
を
告
げ
た
。
そ
し
て
、
一
二
時
三
〇
分
、

チ
ョ
ン
セ
ン
師
に
よ
っ
て
荼
毘
の
火
が
点
ぜ
ら
れ
た
。
荼
毘
は
約
八

時
間
に
及
ん
だ
と
い
う
。

翌
二
九
日
、
収
骨
の
儀
式
が
営
ま
れ
た
。
し
か
し
、
私
は
遺
体
が

荼
毘
に
付
せ
ら
れ
た
直
後
に
多
く
の
信
者
達
と
と
も
に
ジ
ャ
カ
ル
タ

へ
戻
っ
た
た
め
、残
念
な
が
ら
そ
の
日
の
状
況
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

収
骨
に
際
し
て
は
、
そ
の
前
後
に
上
座
の
僧
侶
達
に
よ
る
パ
ー
リ
語

経
典
の
読
誦
と
、
大
乗
の
僧
侶
達
に
よ
る
中
国
語
経
典
の
読
誦
が
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ

師
の
遺
骨
と
数
人
の
弟
子
達
を
除
き
、
他
の
人
々
は
こ
の
日
に
ジ
ャ

カ
ル
タ
へ
戻
っ
て
き
た
。

三
〇
日
、
同
師
の
遺
骨
は
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
を
離
れ
、
高
速

艇
で
ス
マ
ト
ラ
島
を
あ
と
に
し
た
。そ
し
て
午
後
一
時
を
過
ぎ
た
頃
、

遺
骨
は
約
三
〇
〇
人
の
僧
侶
や
信
者
達
が
出
迎
え
る
中
を
、
五
如
来

幡
と
位
牌
と
肖
像
画
に
先
導
さ
れ
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
郊
外
の
パ
ン

タ
イ・

ム
テ
ィ
ア
ラ
港（

P
a
n
ta
i
M
u
tia

ra
）

に
上
陸
し
た
。
そ
の

後
、
一
行
は
直
ち
に
車
列
を
整
え
て
、
市
内
に
あ
る
廣
化
寺（

K
o
n
g

H
o
a

S
ie
,
V
ih
a
ra

V
a
ip
u
ly
a

S
a
sa
n
a
）

に
向
か
っ
た
。
同
寺
院

は
、
一
九
五
三
年
に
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
中
国
人
の
臨
済

僧
、
本
清（

P
e
n

C
h
in
g）

和
尚
の
も
と
で
初
め
て
出
家
し
、
大
乗

仏
教
の
沙
弥
と
し
て
體
正（

T
i
C
h
e
n
）

と
い
う
法
名
を
授
け
ら
れ

た
所
で
あ
る
。
同
年
、
體
正
沙
弥
は
本
清
和
尚
の
経
済
的
な
支
援
に

よ
っ
て
ビ
ル
マ
に
渡
り
、
翌
一
九
五
四
年
、
そ
こ
で
改
め
て
上
座
仏

教
の
沙
弥
と
な
り
、
そ
の
直
後
に
比
丘
と
し
て
の
具
足
戒
を
受
け
る

と
と
も
に
、ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
と
い
う
名
前
を
師
匠
の
マ
ハ
ー
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シ・
サ
ヤ
ダ
ウ
師（

V
e
n
.
M
a
h
a
si

S
a
y
a
d
a
w

M
a
h
a
-th

e
ra
）

か

ら
授
か
っ
た
の
で
あ
る
。

午
後
三
時
、
廣
化
寺
に
到
着
し
た
遺
骨
は
、
同
寺
院
の
開
創
者
で

も
あ
る
本
清
和
尚
を
祀
る
部
屋
に
運
ば
れ
、
同
和
尚
の
写
真
と
位
牌

の
前
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
上
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ア
ー
リ
ヤ

マ
イ
ト
リ
師
が
導
師
と
な
っ
て
法
要
が
営
ま
れ
、
弟
子
の
代
表
と
信

者
の
代
表
に
よ
る
坐
拝
が
順
次
行
わ
れ
た
。
約
一
時
間
後
、
一
行
は

再
び
車
列
を
組
ん
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
南
に
位
置
す
る
ボ
ゴ
ー
ル
市
を

越
え
、
約
八
〇
キ
ロ
離
れ
た
チ
パ
ナ
ス
郊
外
に
あ
る
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

シ
ャ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン（

V
ih
a
ra

S
a
k
y
a
w
a
n
a
ra
m
,

釈
林
禅
寺）

に

向
か
っ
た
。
こ
の
寺
院
は
、
一
九
七
二
年
に
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ

タ
師
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
そ
れ
以
来
同
師
が
活
動
の
拠
点
と
し
て

い
た
場
所
で
あ
る
。

午
後
六
時
三
〇
分
頃
、
一
行
は
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

シ
ャ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ

ン
に
到
着
し
た
。
同
寺
院
で
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
起

居
し
て
い
た
建
物
の
南
庭
に
特
設
の
会
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
最
奥

部
に
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
程
の
七
重
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
遺
骨
は

そ
の
塔
の
最
下
層
に
納
め
ら
れ
、
再
び
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
が
導

師
と
な
っ
て
約
一
時
間
に
及
ぶ
法
要
が
営
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ア

シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
に
関
わ
る
行
事
は
す
べ
て
終
了
し

た
。
そ
の
後
の
追
善
法
要
は
七
日
毎
に
営
ま
れ
、
四
九
日
目
に
当
た

る
六
月
五
日
に
、
同
師
の
遺
骨
は
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

シ
ャ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ

ン
の
敷
地
内
の
仏
塔
に
納
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三

葬
儀
を
通
し
て
垣
間
見
ら
れ
た
仏
乗
教
団
の
現
状

一

荼
毘
を
ス
マ
ト
ラ
島
で
行
っ
た
理
由

さ
て
、
今
回
の
一
連
の
葬
儀
を
通
し
て
、
私
自
身
が
特
に
印
象
深

く
感
じ
た
三
つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遺
志
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
仏
乗

教
団
の
現
状
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
始
め
に
、
最
も
重
要
な
事
柄
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ

師
の
荼
毘
が
ス
マ
ト
ラ
島
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
師
の
逝
去

が
伝
わ
る
と
、
そ
の
荼
毘
を
地
元
で
行
い
た
い
と
い
う
要
望
が
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
仏
教
徒
を
多
く
抱
え
る
各
地
域
か
ら
一
斉
に
発

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遺

言
に
従
っ
て
、
荼
毘
の
場
所
は
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
市
の「

菩
提

薩

」

火
葬
場
に
決
定
さ
れ
た
。
既
に
一
九
七
七
年
に
同
師
が
こ
の

地
を
訪
れ
、
同
火
葬
場
の
裏
山
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で「

カ
ユ・
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プ
テ
ィ（

k
a
y
u
p
u
tih

）」

と
呼
ば
れ
る
八
本
の
木
を
植
え
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
こ
の
木
は
通
常
香
油
を
採
取
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

が
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
そ
れ
ら
を
用
い
て
自
ら
の
荼
毘

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
八
本
の

み
で
は
薪
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
や
は
り
同
師
自
身
の

希
望
に
よ
り
、白
檀
を
含
む
三
種
類
の
木
が
薪
と
し
て
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

シ
ャ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン
か
ら
運
ば
れ
た
と
新
聞
記
事
は
伝
え
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
何
故
、
バ
ン
ダ
ル・

ラ
ン
プ
ン
が
選
ば
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
す
べ
て
の
仏
教
徒
が
、
民
族
の
違
い
を

越
え
て
和
合
す
る
こ
と
を
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
願
っ
た
た

め
で
あ
る
と
い
う
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、

同
国
の
仏
教
徒
の
中
に
も
様
々
な
民
族
の
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
布
教
活
動
を
進
め
る
中

で
、
一
部
の
民
族
に
特
有
の
、
教
義
的
な
裏
付
け
を
も
た
な
い
呪
術

的
な
習
慣
の
排
除
を
目
指
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
中
国
の
民
族
的

な
因
習
は
、
そ
の
最
も
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
例
え

ば
寺
院
に
お
け
る
巨
大
な
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
使
用
と
か
、お
も
ち
ゃ

の
紙
幣
や
家
具
な
ど
を
葬
儀
の
際
に
燃
や
す
と
い
う
中
国
的
な
風
習

は
、
今
日
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国

の
民
間
信
仰
に
由
来
す
る
神
々
へ
の
信
仰
は
、
そ
れ
を
信
じ
る
人
々

の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
と
の
理
由
で
容
認
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
態
度
は
不
徹
底
だ
と
い
う
批
判
も
一

方
に
は
存
在
す
る
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
中
国
系
の
仏
教
徒
が
大
半
を
占
め
る

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
周
辺
で
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
の

す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
と
言
う
の

も
、
同
師
自
身
も
中
国
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
る
た
め
に
、
同
師

の
説
い
て
き
た
仏
教
は
、
所
詮
中
国
系
の
人
々
の
も
の
だ
と
い
う
誤

解
を
招
き
、
他
の
民
族
出
身
の
仏
教
徒
達
の
離
反
を
招
き
か
ね
な
い

か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
そ
う
し
た
事
態
に
な
れ
ば
、
同
師
が
提
唱
し

た
仏
乗
思
想
の
理
念
は
潰
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
、
仏
乗
教
団
に
属
す
る
中
国
系
の
信
者
達
と
そ

れ
以
外
の
人
々
と
の
間
で
、
い
つ
分
裂
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
う
危
険
性
を
は
っ
き
り
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
同
師
は
自
ら
の
葬
儀
の
中
で
最
も
重
要
な
荼
毘

を
ス
マ
ト
ラ
島
で
行
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
地
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域
の
仏
教
徒
の
中
に
は
、
古
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
徒
の
末
裔
と
言

わ
れ
る
人
々
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
地
で
荼
毘
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
同
師
は
自
ら
の
説
く
仏
教
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に

開
か
れ
た
普
遍
的
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
仏
乗
思
想
は
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
遺
跡
を
生
み
出
し
た

か
つ
て
の
仏
教
文
化
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
他
国
の
仏

教
を
そ
の
ま
ま
移
入
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
多
彩
な
仏

教
信
仰
の
形
態
を
も
つ
様
々
な
仏
教
徒
を
一
つ
に
ま
と
め
、
独
自
の

「

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教」

を
創
造
し
よ
う
と
し
た
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
強
い
意
思
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

二

葬
儀
に
お
け
る
禅
宗
様
式
の
採
用

第
二
に
印
象
深
い
点
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
柄
と
は
反
対

に
、
一
連
の
葬
儀
が
主
に
大
乗
仏
教
の
様
式
、
よ
り
正
確
に
は
禅
宗

様
式
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
サ
ン
ガ・
ア

グ
ン・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
所
属
す
る
上
座
比
丘
や
金
剛
乗
比
丘
も
葬

儀
に
参
列
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
に
従
っ
て
経
典
の
読
誦
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
主
要
な
儀
礼
に
お
け
る
導
師
は
す
べ
て
招
請
さ
れ

た
大
乗
比
丘
が
務
め
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
儀
礼
で
は
大
乗
比
丘
の

ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
が
導
師
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
荼
毘
の
当

日
ま
で
、
毎
日
四
回
行
わ
れ
た
追
善
法
要
で
読
誦
さ
れ
た
経
典
は
い

ず
れ
も
大
乗
仏
教
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
は

阿
弥
陀
仏
の
称
名
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
細
か
い
点
で
も
禅
宗
の
葬
送
規
定
に
従
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
点
が
幾
つ
か
見
出
さ
れ
た
。
最
も
象
徴
的
な
事
柄
は
、
病
院

で
横
臥
し
た
状
態
で
逝
去
し
た
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
遺
体

を
、弟
子
達
が
坐
禅
の
姿
勢
に
直
し
て
坐
棺
に
納
め
た
こ
と
で
あ
る
。

北
首
西
面
の
釈
尊
入
滅
の
姿
勢
で
は
な
く
、
あ
え
て
坐
禅
の
姿
勢
を

選
ん
だ
こ
と
は
、明
ら
か
に
禅
宗
様
式
を
意
図
し
て
い
る
と
言
え
る

（

６）

。

ま
た
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
に
お
い
て
、
同
師
の

棺
を
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
西
側
の
部
屋
に
安
置
し
た
こ
と
や

（

７）

、
遺
誡
が

掲
げ
ら
れ
た
こ
と

（

８）

な
ど
も
禅
宗
の
規
定
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
せ
ば
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ

師
は
大
乗
仏
教
の
沙
弥
と
し
て
出
家
し
た
も
の
の
、
比
丘
と
し
て
は

上
座
仏
教
の
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
同
師
が
一
九
五
九
年

に
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
最
初
の
比
丘
僧
伽
を
設
立
す
る
た
め
に
諸

外
国
か
ら
招
致
し
た
一
三
人
の
比
丘
は
、
い
ず
れ
も
上
座
仏
教
の
比
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丘
で
あ
り
、そ
の
場
に
大
乗
仏
教
の
比
丘
は
招
か
れ
て
い
な
か
っ
た

（

９）

。

し
か
も
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
タ
イ
の
上
座

比
丘
達
が
し
ば
し
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
、
同
国
の
仏
教
復
興
に

関
与
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
当
時
の
情
報
に
も
と
づ
い
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
現
代
仏
教
事
情
を
叙
述
し
た
論
文
な
ど
の
中
で
、
仏
乗

思
想
は
上
座
仏
教
の
混
淆
形
態
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た

（
）

。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
理
解
が
、
少
な
く
と
も
現
在
で
は
適
切
で
は

な
い
こ
と
を
、
今
回
の
一
連
の
葬
儀
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
確

か
に
今
日
に
お
い
て
も
、
仏
乗
思
想
と
そ
の
教
団
が
様
々
な
点
で
上

座
仏
教
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま

た
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
を
訪
れ
る
仏
教
徒
達
の

多
く
は
、
た
と
え
中
国
系
の
人
々
で
さ
え
も
、
上
座
仏
教
の
教
義
に

大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
と
述
べ
て
い
る

（
）

。
し
か
し
、
そ
の
同
じ
人
々

が
、
阿
弥
陀
仏
や
観
音
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
を
保
持
し
、
故
人
の
追

善
法
要
を
大
乗
仏
教
の
様
式
に
従
っ
て
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
現
在
の
サ
ン
ガ・

ア
グ
ン・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
上
座
比

丘
の
み
な
ら
ず
大
乗
比
丘
や
金
剛
乗
比
丘
も
数
多
く
所
属
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
現
在
の
仏
乗
教
団
は
、
最
早
あ
る
特
定
の
仏
教
思
想
や
そ

の
流
儀
を
中
心
と
す
る
混
淆
形
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る

仏
教
信
仰
の
形
態
を
包
括
す
る
総
合
仏
教
を
目
指
し
て
い
る
と
み
な

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
上
座
比
丘
で
あ
る

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
が
大
乗
仏
教
の
様
式
で
行
わ
れ

た
と
し
て
も
、
特
に
問
題
視
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
。
同
師
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、
重
要
な
こ
と
は
儀
式
の
外
観
で
は
な
く
、
そ
れ
を
実

践
す
る
人
々
の
仏
教
信
仰
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
今
回
の
葬
儀
に
大
乗
仏
教
の
様
式
が
採
用
さ
れ
た
の

は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
十
分
な
確
認
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
葬
儀
全
体
を
統
括
し
た
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
中
心
寺
院
で
あ
る
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
の

住
持
が
、
大
乗
比
丘
の
ア
ー
リ
ヤ
マ
イ
ト
リ
師
で
あ
っ
た
こ
と
と
関

係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
近
年
の
仏
乗
教
団
の
中
で
大

乗
仏
教
の
要
素
が
次
第
に
強
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
今
回
の

葬
儀
に
反
映
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
ア
シ
ン・

ジ

ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
自
身
の
意
向
を
忖
度
す
る
こ
と
で
、
葬
儀
の
様
式
が

決
定
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
事
柄
と
大
い
に
関
わ
り
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
追
善
法
要
に
お
け
る
金
剛
般
若
経
の
読
誦
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
自
身
が
希
望
し
た
こ
と
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
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師
が
そ
れ
を
望
ん
だ
本
当
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は

恐
ら
く
、
同
師
が
か
つ
て
臨
済
宗
の
沙
弥
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
同
師
が
禅
仏
教
に
親
近
感
を
懐
い
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
私
が
初
め
て
面
会
し
た
時
に
、
同
師
は「

自

分
も
禅
僧
で
あ
る」
と
述
べ
、
禅
仏
教
に
対
す
る
親
し
み
を
口
に
さ

れ
た
。
ま
た
、
終
生
瞑
想
の
実
践
を
貫
い
た
同
師
の
中
で
は

（
）

、
禅
仏

教
の
坐
禅
と
、
ビ
ル
マ
で
マ
ハ
ー
シ・

サ
ヤ
ダ
ウ
師
か
ら
伝
授
さ
れ

た
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
と
が
一
つ
に
結
び
付
い
て
い
た
と
推
測
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
金
剛
般
若
経
に
対
す
る
愛
着
は
、
同
師
の
禅
仏
教
へ
の
親

し
み
の
象
徴
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。そ
れ
に
加
え
て
、

同
師
の
最
初
の
師
匠
で
あ
る
本
清
和
尚
へ
の
追
慕
の
念
が
、
禅
宗
の

中
で
古
く
か
ら
重
視
さ
れ
て
き
た
金
剛
般
若
経
へ
の
愛
着
と
し
て
、

同
師
の
中
で
昇
華
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
別
の
可
能
性

と
し
て
、
こ
の
経
典
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
空
の
思
想
が
、
同
師
の

仏
教
信
仰
の
中
核
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
前
の
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
、
あ
ら

ゆ
る
仏
教
の
教
え
は
究
極
的
に
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ど
の
流
派
の
教

え
が
特
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
繰
り
返
し
説
い
て
き

た
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
自
分
が
ど
の
流
派
の
教
え
を
最
も
重
視
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
述
べ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
と
、

特
定
の
流
儀
に
親
し
み
を
懐
く
こ
と
と
は
自
ず
か
ら
別
の
問
題
で
あ

る
。
同
師
は
自
ら
が
幼
少
の
頃
か
ら
培
っ
て
き
た
観
音
信
仰
を
、
た

と
え
そ
れ
が
上
座
仏
教
の
教
義
か
ら
外
れ
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
も

捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
上
座
仏
教
に
触
れ
る

以
前
に
慣
れ
親
し
ん
だ
禅
仏
教
へ
の
傾
倒
も
、
同
師
の
中
で
失
わ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ

ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
を
禅
宗
様
式
で
行
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
神
格
化

第
三
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
荼
毘

の
後
で
、約
三
〇
セ
ン
チ
四
方
の
箱
に
収
め
ら
れ
た
遺
灰
と
は
別
に
、

約
四
〇
個
の「

仏
舎
利」

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
舎
利

を
見
た
信
者
達
は
、
異
口
同
音
に
そ
れ
ら
が
虹
の
よ
う
な
七
色
を
し

て
い
た
と
語
っ
て
お
り
、
あ
る
新
聞
は
、
そ
れ
ら
の
舎
利
が「

米
や

真
珠
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
赤
、
青
、
白
、
黒
、
金
の
五
色
で

あ
っ
た」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
舎
利
は
精
神
的
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に
高
い
境
地
に
到
達
し
た
者
の
遺
骨
か
ら
し
か
発
見
さ
れ
な
い
も
の

で
あ
り
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
場
合
、
生
前
に
多
く
の
修

行
を
積
ん
だ
た
め
に
数
多
く
の
舎
利
が
現
れ
た
の
だ
と
い
う
解
説
が

付
せ
ら
れ
た
。

私
は
、
そ
れ
ら
の「
仏
舎
利」

が
生
ず
る
真
の
原
因
を
知
ら
な
い
。

だ
が
少
な
く
と
も
、
そ
の
出
現
が
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
修

行
に
よ
る
と
い
う
説
明
を
、
多
く
の
信
者
達
が
受
け
入
れ
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。
し
か
も
、
実
際
に
は
微
妙
な
色
む
ら

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
小
さ
な
灰
色
の
粒
を
、

「

虹
の
よ
う
な
七
色」

を

し
て
い
た
と
語
り
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
物
を
見
て
い
な

い
人
々
は
色
鮮
や
か
な
舎
利
の
存
在
を
空
想
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
私
達
は
一
つ
の「

神
話」

の
誕
生
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
に
関
し
て
は
、
そ

の
生
前
か
ら
同
師
の
特
殊
な
力
に
接
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
師
の
説

く
仏
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
人
々
が
数
多
く
存
在

し
た

（
）

。そ
の
意
味
で
、同
師
の
神
格
化
は
既
に
早
い
時
期
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
傾
向
は
、
同
師
の
逝
去
に
よ
っ

て
今
後
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
同
師
の
仏
舎
利
を

め
ぐ
る
人
々
の
反
応
は
、
ま
さ
に
そ
の
始
ま
り
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

四

次
世
代
へ
の
課
題

過
去
二
五
〇
〇
年
に
及
ぶ
世
界
の
仏
教
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、

私
達
は
そ
れ
を
教
団
と
思
想
の
分
裂
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
目
指
し

た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
再
統
合
と
い
う
、
ま
さ
に
正
反
対
の
事
柄
で

あ
っ
た
。
同
師
の
こ
の
挑
戦
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
仏
教
徒
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
こ
と
の
必
然
的
な
結
果
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
試
み
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
皮

肉
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
固
有
の
仏
教
の
伝
統
が
既
に
数
百
年
間
に
わ

た
っ
て
途
絶
え
て
お
り
、
い
か
な
る
過
去
の
し
が
ら
み
を
も
受
け
る

こ
と
な
く
、
現
在
の
状
況
に
即
応
し
た
新
し
い
仏
教
を
自
由
に
説
く

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
仏
教
信
仰
を
復
興
さ
せ
た
い
と
い
う
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ

タ
師
の
強
い
意
思
と
、
そ
れ
を
支
え
た
彼
の
強
烈
な
個
性
と
指
導
力

を
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
逝
去
さ
れ
た
今
、
同
師
が
提

唱
し
た
仏
乗
思
想
と
そ
の
教
団
の
団
結
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
数
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多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
師
の
葬
儀
に

関
す
る
報
告
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
中
か
ら
特
に
三
つ
の
課
題

を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
の
課
題
は
、
サ
ン
ガ・

ア
グ
ン・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
所
属
す

る
上
座
、
大
乗
、
金
剛
乗
の
そ
れ
ぞ
れ
の
比
丘
達
の
間
に
お
け
る
主

導
権
争
い
を
如
何
に
回
避
し
、
僧
伽
の
団
結
を
堅
持
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ア
シ
ン・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
生
前
中
は
、
同
師
自

身
が
同
僧
伽
の
設
立
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
上
座
、
大
乗
、
金
剛
乗

の
い
ず
れ
の
流
派
に
属
す
る
大
半
の
比
丘
達
に
と
っ
て
も
、
同
師
が

直
接
も
し
く
は
間
接
の
師
匠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
い
わ
ば
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
を
扇
の
要
と
す
る
こ
と
で
、
同
僧
伽
の
結
束
は
守

ら
れ
て
き
た
。

け
れ
ど
も
、
同
師
を
失
っ
た
以
上
、
新
た
な
代
表
者
を
同
僧
伽
の

中
か
ら
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
様
々
な
流
派
に
属

す
る
す
べ
て
の
比
丘
が
無
条
件
で
認
め
る
指
導
者
を
見
出
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
も
し
も
代
表
に
選
ば
れ
た
比
丘
が
自
ら
の

流
儀
を
他
の
比
丘
達
に
押
し
付
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
僧
伽
の
結
束

は
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
混
乱
は
在

家
の
信
者
達
に
も
波
及
し
て
、
仏
乗
教
団
全
体
の
団
結
が
崩
壊
し
か

ね
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
僧
伽
に
属
す
る
比
丘
相
互
の
協

調
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

第
二
の
点
は
、
仏
教
信
仰
と
結
び
付
い
た
民
族
的
特
色
、
と
り
わ

け
、
中
国
的
な
要
素
の
排
除
の
問
題
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
は
中
国
の
呪
術
的
な
因
習
を
除
去

す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
要
素
が
根
絶
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
公
衆
の
面
前
に
お
け
る
中
国
語

と
中
国
文
化
の
使
用
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩

壊
し
、
現
政
権
下
で
は
そ
れ
ら
の
使
用
が
か
な
り
広
範
に
認
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
も
し
も
中
国
系
の
仏
教
徒
達
が
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
確
認
す
る
た
め
に
中
国
文
化
へ
の
回
帰

を
行
い
、民
族
色
の
強
い
崇
拝
様
式
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

彼
ら
と
そ
れ
以
外
の
仏
教
徒
達
と
の
間
で
摩
擦
が
生
ず
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が
死

の
直
前
ま
で
危
惧
し
続
け
、
ス
マ
ト
ラ
島
を
自
ら
の
荼
毘
の
地
に
選

ん
だ
最
大
の
理
由
で
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
危
険
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
は
、
主
に
中
国
系
の
信
者
達
の
自
覚
に
期
待
す
る
以
外
に

道
は
な
い
。



世
代
交
替
を
迎
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界（

木
村）

─ ─153

第
三
の
課
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
思
想
の
統
合
を
目
指
し
た
仏
乗

教
団
の
、
学
術
的
な
裏
付
け
を
も
つ
体
系
的
教
義
の
構
築
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
試
み
は
従
来
も
行
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
未
だ

完
全
と
は
言
い
難
い
。ま
た
、教
義
面
で
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
々

が
、
諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
成
果
を
も
と
に
し
て
、
自
己
流

の
解
釈
を
加
え
て
い
る
例
も
時
折
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
極

め
て
独
創
的
な
理
論
も
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
は
そ
う
し
た
事
柄
も
大
き
な
問
題
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
言
う
の
も
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の

存
在
自
体
が
仏
乗
教
団
に
と
っ
て
は
求
心
力
の
最
大
の
源
泉
で
あ
り
、

同
師
の
語
る
言
葉
こ
そ
が
仏
乗
思
想
の
最
大
の
拠
り
所
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
教
え
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う

同
師
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
、
上
座
、
大
乗
、
金
剛
乗
の
そ
れ
ぞ
れ

の
思
想
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
大
半
の
人
々
は
信
じ

て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
世
界
的
水
準
の
仏
教
研
究
が
未
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
が
生
ま
れ
る
余
地
も

小
さ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
今
後
同
国
内
で
仏
教
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、

従
来
説
か
れ
て
き
た
教
義
の
抱
え
る
問
題
点
が
、
次
第
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が

逝
去
し
た
今
と
な
っ
て
は
、
仏
乗
教
団
の
存
立
基
盤
は
同
師
の
存
在

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
が
遺
し
た
仏
乗
思
想
の
中
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
体
系
的
な
仏
乗
教
義
の
確
立
は
、

教
団
の
維
持
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が

目
指
し
た「

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教」

を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
次
な

る
世
代
に
託
さ
れ
た
必
須
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ

は
、
様
々
に
分
化
し
た
仏
教
思
想
の
再
統
合
と
い
う
、
仏
教
史
上
に

お
け
る
壮
大
な
実
験
の
成
否
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

シ
ャ
キ
ャ
ワ
ナ
ラ
ン
に
お
け
る
法
要
が
終
わ
り
、

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀
に
関
わ
る
す
べ
て
の
行
事
が
終

了
し
た
夜
、私
は
二
〇
人
程
の
信
者
達
の
集
ま
る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

に
誘
わ
れ
た
。
会
場
は
同
寺
院
の
す
ぐ
前
に
位
置
す
る
あ
る
女
性
信

者
の
自
宅
で
あ
り
、
そ
の
一
室
が
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
個

人
的
な
礼
拝
室
と
し
て
同
師
に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
。
三
〇
坪
程
の
そ

の
部
屋
に
は
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
写
真
と
と
も
に
、
上

座
式
の
釈
迦
牟
尼
像
、
大
乗
式
の
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
薬
師
の
三
如
来

像
や
観
音
像
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
仏
菩
薩
像
、
金
剛
乗
式
の
諸
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尊
格
像
、
そ
れ
に
、
晩
年
の
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
が「

世
師」

と
呼
ん
で
尊
崇
し
て
い
た
イ
ン
ド
の
サ
イ・

バ
バ
の
写
真
と
、
来
臨

す
る
彼
の
た
め
の
椅
子
な
ど
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。そ
こ
は
、

ま
さ
し
く
仏
乗
思
想
の
具
現
し
た
世
界
で
あ
り
、ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
の
目
指
す「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教」

の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
屋
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

な
総
合
仏
教
が
、
今
後
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
着
実
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
テ
ラ
ス
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
、
目

の
前
に
広
が
る
チ
パ
ナ
ス
の
丘
と
、
よ
う
や
く
姿
を
現
し
た
居
待
月

を
眺
め
つ
つ
、私
は
穏
や
か
に
語
る
在
り
し
日
の
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ

キ
タ
師
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。

注
記

（

１）

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
世
寿（

数
え
年）
に
つ
い
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
国
語
新
聞
は
太
陰
暦
に
従
っ
て
八
一
歳
と
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
同
師
の
誕
生
日
が
太
陽
暦
に
従
え
ば
一
月
二
三
日
で
あ

る
が
、
太
陰
暦
に
直
す
と
前
年
の
一
二
月
八
日
と
な
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

（

２）

拙
稿「

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
と
そ
の
現
状」『

愛
知
学
院
大

学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要』

八（

二
〇
〇
〇
、
二
一
六

－

二
四
六
頁）

、

「

全
日
本
仏
教
会
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
─
─
一
九
五
九
年
の
ウ
エ
サ
カ
祭
出

席
と
戦
犯
遺
骨
送
還
運
動
─
─」『

禅
研
究
所
紀
要』

二
八（

二
〇
〇

〇
、
九
一

－

一
三
一
頁）

、

「

現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
信
仰」『

日
本

仏
教
学
会
年
報』

六
七（

二
〇
〇
二
、
一
八
一

－

一
九
三
頁）

を
参
照
。

（

３）

二
〇
〇
二
年
五
月
一
日
と
二
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ・

エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
グ
リ
ハ
に
て
、V

en
.
B
h
ikkh

u
A
ryam

aitri,
V
en

.

B
h
ikkh

u
D
h
arm

avim
ala,

M
r.

H
en

d
w
iW

ijaya

な
ど
か
ら
得
た

ご
教
示
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
参
照
し
た
新
聞
は「

国
際
日
報」

、

「

世
界
日
報」

、「

印
度
尼
西
亜
商
報」

、“Jaw
a

P
os”

、“R
ad

ar

Lam
p
u
n
g”

、“L
am

p
u
n
g
P
ost”

な
ど
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

の
読
解
に
あ
た
っ
て
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
に
在
籍
中
のSu

gen
g

T
an

to

氏
の
協
力
を
得
た
。

（

４）

仏
乗
教
団
に
属
す
る
寺
院
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
中
国
語
に

よ
る
二
つ
の
寺
院
名
を
も
つ
例
が
多
い
。
概
し
て
、
同
国
の
独
立
以
前

に
創
建
さ
れ
た
中
国
系
寺
院
で
は
中
国
語
の
名
称
が
、
ま
た
、
そ
れ
以

後
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
名
称
が
一
般
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（

５）

遺
誡
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「

體
解
大
道
播
種
善
果
在
南
邦
、
正
氣
凛
然
歴
盡
艱
辛
永
留
芳」

（

６）

現
存
す
る
禅
宗
叢
林
の
行
動
規
範（

清
規）

の
中
で
、
葬
送
儀
礼

に
関
す
る
最
古
の
規
定
を
収
載
し
て
い
る
の
は『

禅
苑
清
規』（

一
一
〇

三
年
自
序）

で
あ
る
。
同
清
規
に
お
け
る
尊
宿
遷
化（

一
寺
の
住
職
の

逝
去）

の
規
定
は
、

「

も
し
已
に
坐
化
せ
ば
、
方
丈
の
中
に
置
い
て
香
華

供
養
し」

と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
。
こ
の
一
節
に
関
し
て
、
成
河
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峰
雄
氏
は「

禅
宗
僧
侶
の
遷
化
は
か
く
あ
る
べ
し
と
規
定
し
て
い
る
の

で
あ
る」

と
論
じ
て
お
り（「

禅
宗
の
葬
送
儀
礼」『

禅
研
究
所
紀
要』

二
四
、
一
九
九
六
、
一
三
六
頁）

、
松
浦
秀
光
氏
は
禅
宗
の
四
祖
五
祖
六

祖
が
い
ず
れ
も
坐
化
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
測
し

て
い
る（『
尊
宿
葬
法
の
研
究』

山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
五
、
三
三

頁）

。
ま
た
、
後
に
成
立
し
た『

日
用
清
規』（

一
二
六
三）

で
は
、「

尊

宿
が
遷
化
せ
ば
、
…
…
先
ず
浄
髪
し
、
沐
浴
し
、
著
衣
し
趺
坐
せ
し
め

て
入
龕
す」

と
規
定
し
て
お
り
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
の
葬
儀

は
事
実
上
こ
の
規
定
に
従
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

『

禅
苑
清
規』

の

引
用
文
は
鏡
島
元
隆
、
佐
藤
達
玄
、
小
坂
機
融
共
著『

訳
注
禅
苑
清
規』

（

曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二）

に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
清
規
の
規
定
に

関
し
て
は
松
浦
前
掲
書
を
参
考
に
し
た（
以
下
同
じ）

。

（

７）
『

禅
苑
清
規』

は「

法
堂
の
上
の
西
の
間
に
龕
を
置
き
、
東
の
間
に

臥
床・

衣
架・

随
身
用
の
具
を
鋪
き
設
け
て
、
法
座
の
上
に
真
を
掛
く」

と
記
し
て
い
る
。
棺
を
法
堂
の
西
の
間
に
安
置
す
る
こ
と
は
、
後
に
作

成
さ
れ
る
清
規
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。

（

８）

遺
誡
を
掲
げ
る
こ
と
は
、
既
に『

禅
苑
清
規』

が「

遺
誡
偈
頌
を

も
っ
て
牌
の
上
に
貼
し
、
霊
筵
の
左
右
に
掛
け
て」

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
若
干
の
変
更
を
経
な
が
ら
も
、
後
の
各
種
の
清
規
に
踏
襲

さ
れ
て
い
る
。

（

９）

当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
中
国
人
の
大
乗
比
丘
が
存
在
し
た
は

ず
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
一
人
も
比
丘
僧
伽
の
設
立
に
招
致
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
こ
の
僧
伽
設
立
の
翌
日
に
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師

の
発
案
に
よ
っ
て
国
際
的
な
ヴ
ェ
ー
サ
カ
祭
が
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
遺
跡

で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
祝
祭
に
、
日
本
か
ら
も
一
人
の
大
乗
比
丘
が
招

待
さ
れ
て
出
席
し
た
が
、
僧
伽
設
立
の
こ
と
は
こ
の
比
丘
に
対
し
て
も

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿「

全
日
本
仏
教
会
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア」

一
〇
二

－

一
〇
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

10）

例
え
ば
、H

ein
z
B
ech

ert,“T
h
e
B
u
d
d
h
ayan

a
o
fIn

do
n
esia:

A
Syn

cretistic
Fo

rm
o
f
T
h
eravad

a,”
Journal

of
the
P
ali

T
ext
Society

9（
1981） ,

p
p
.
10–21

は
、
論
文
の
題
名
自
体
が
そ

の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
石
井
米
雄
氏
も
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ

タ
師
に
従
う
仏
教
徒
達
を「

中
国
仏
教
の
影
響
を
残
し
つ
つ
独
自
の
上

座
仏
教
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ」

と
評
し
て
い
る（「

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
上
座
仏
教」

、
石
井
米
雄
編『

講
座
仏
教
の
受

容
と
変
容
２

東
南
ア
ジ
ア
編』

佼
成
出
版
社
、一
九
九
一
、二
五
〇
頁）

。

（

11）

前
掲
拙
稿「

現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
信
仰」

一
八
六
頁
を
参
照
。

（

12）

一
九
九
七
年
に
私
が
面
会
し
た
際
に
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ

師
は
毎
日
午
前
二
時
頃
か
ら
数
時
間
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
瞑
想
を
行
っ
て

い
る
と
語
っ
て
く
れ
た
。

（

13）

前
掲
拙
稿「

現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
信
仰」

一
八
六

－

一
八

七
頁
を
参
照
。

〔
追
記〕

前
掲
拙
稿「

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
と
そ
の
現
状」

二
二

三
頁
、
及
び
同「

全
日
本
仏
教
会
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア」

九
九
頁
に
お
い

て
、
ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
優
婆
塞・

優
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中国語新聞に掲載されたアシン・ジナラッキタ師逝去の全面広告

（「国際日報」2002年４月20日版）
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ヴィハーラ・エーカヤーナグリハに奉安された

アシン・ジナラッキタ師の遺体

（2002年４月18日、ヴィハーラ・エーカヤーナグリハ提供）

ヴィハーラ・エーカヤーナグリハを出発する葬列

（2002年４月26日、同上）
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迎
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る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
界（

木
村）

ジ
ャ

カ
ル
タ

で
の
葬

送
を
伝

え
る
新

聞
記

事
（「

国
際

日
報

」
2002

年
４
月

27
日
版
）
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バ
ン
ダ
ル

・
ラ
ン

プ
ン
で

の
葬
送

と
荼
毘

を
伝
え

る
新
聞

記
事

よ
り
（“

R
ad

ar
Lam

p
u
n
g
”
16

面
、
2002

年
４
月

29
日

版
）
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世
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交
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迎
え
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イ
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ド
ネ
シ
ア
仏
教
界（

木
村）

大興廟に安置された棺と祭壇

（2002年４月28日）

読経する金剛乗比丘と、それを見守る大乗比丘

（大興廟にて、2002年４月28日）
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大興廟を出発した棺と、それを見送る信者達

（バンダル・ランプン市内にて、2002年４月28日）

葬儀終了後に集会を行う比丘達

（ヴィハーラ・シャキャワナランにて、2002年４月30日）
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世
代
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替
を
迎
え
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イ
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ド
ネ
シ
ア
仏
教
界（

木
村）

婆
夷
友
好
団
体（

Ｐ
Ｕ
Ｕ
Ｉ）

の
設
立
を
一
九
五
三
年
の
こ
と
と
記
載

し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
一
九
五
五
年
の
誤
り
で
あ
り
、
同
師
が
既

に
ビ
ル
マ
で
比
丘
と
し
て
の
具
足
戒
を
受
け
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

〔

謝
辞〕

ア
シ
ン・

ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
師
逝
去
の
情
報
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

在
住
のM

r.
Surjad

i
Liu

n
an

d
a

と
そ
の
令
室M

rs.
Y
u
an

ita
Jade

か
ら
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
現
地
滞
在
中
はV

ih
ara

E
kayan

a
G
rh

a

の
関
係
者
の
お
世
話
に
な
る
と
と
も
に
、M

r.
H
en

d
w
iW

ijaya,
M
r.

H
ad

i
U
teh

,
M
r.

Jan
u
ar

K
w
an

に
は
特
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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